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環境の 

    
  する ( 適応を     m 江尻 且 効能効果 

によるもの 誤るおそれ )   それ 

肛痛 ．下痢． 肝 
ぬ 能條 甘 

( 塗 市部の海   外用 l- のみ 使 泌尿器・産婦 
痛 、 発赤・ 睡 用し、 内服しない 八科市中術後 
眼 寺泊 穏 、 壊 こと 
死 ) 

@ ヒ @S@ を @ 英志 

症状 l 敬症 ) こと 反復使用す に 塗布する         肖毒 

る % 台には   
脱脂 憶 による 
皮膚荒れを 
起こすことが 
あ る 

  過且 投与 : 全身   広軒 囲 又は 手術部位 ( 手 
の 愁蛾 、 味覚・ 嗅 長期間使用 市野 ) の皮廣 
党機能の低下   した時合に の 消毒 
頽面 紅潮・ 尭 は 、 藤丸の 吸 
      干 、 悪心、 晒吐   入 に注意す 

急性向 炎 、 マロ   
リーワイス症候 
群 ．コ渇、 利尿、 
届兜田 値の上 
昇、 呼吸促進． 
心悸 冗進 、 血圧 

下降、 多幸 思 、 

酩酊、 身体 矢 
何 ．歩行困 牡 、 

急性アルコール 
性 ミオ パチー、 配 
位 町害 、 麒惰 不 
安定、 代 鞘性 ア 
シドーシス、 @ 血 
抽 ．体温低下   
脱水・失禁． 肝 
性能障害．呼吸 
抑制、 昏睡 (1 タ 

ノールの血中濃 
度が 0.4-0.5%Ml 

で呼吸停止が 起 
こる ). 催眠剤と 
の同時服 m や頭 
部外何の合併に 
も 注 屯する。 

療 m 具の消 
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  七軒 に     

  り 曄宙 の 
  のおそ   

する ( 適店 を 
  用法用 母 効能効果 

によるもの 恩 るおそれ ) 吉 のおそれ 

@ ように 症       
刺激             

  炎症または 易 ①手指・ & 内の消毒 : 通常石けんで 十分 
川波性の部位 洗浄し．水で 石けん分を + 分に洗い落 
( 枯摂 、 は 股邨 た後 ・塩化ベンザル _1 二 ウム 005-0 ． @ 
憶 ) への使用 : 正 溶液に浸して 洗い． 械菌 ガ一 セ あ るい 
常の印位への 使 片 で清拭する。 肺 前の手 洗 の % 台 に l 
用よりほ濃度と -l0 分間プラッシンバする   
することが望まし 
い ・また   使用後 

は滅菌 拍 製氷 で 
水洗する。 

・深い 刮脩 また ② 手 市部位 ( 手 市野 ) の 皮膚の消毒 : 手 
は眼に使用する 前局所皮内面 を塘化 ベンザルコニウム 
希釈水溶液は   0 ． @Iwl 溶液 て 約 5 分間洗い，その 性塩化 

何 % 硅漱苗 処理   ンザルコニウム 0.2lyt 溶液を悔 布 する   
  経口投与しない ③手術部位 ( 手 桐野 l の 粘膜の消毒． 皮 
こと， 涜膀 には 使 庸 ・粘膜の創 は 部位の消毒 : 塩化ベン サ 
用 しないこと・ 目 ． _ ウム 0 ． 0l   ,0.025% 溶液を用いる   
  密封包帯、 ギヲ ①忠生反席画の 下在 : 塩化ベンサルコ こ 

ス 包帯、 パ ‥ ノウ に ウム 0.0l% 瀋 液を用いる   
使用すると刺激 
症状があ らわれ 
ることがあ るの 
で、 使 m しないこ 
とが 且 ましい， 

⑤医療用具の 消毒 : 塩化ベンザルコニウ 
ム 0 l 冊 溶液に l0 分間浸漬するか、 また l 
睡田 に消辞する除は、 器具を予め 2 Ⅱ 

ナトリウム水溶液で 洗い   その後塩化 
サ ル コ _ ウム 0 ． l% 瀋 敵中 て l5 分間 煮 

⑥手柄 室 ，病室・家具・ 器具・物品など   
毒 : 塩化ベンザルコニウム 0.05-0 ． l 荻 

液を市 片 で塗布・清拭する ；     または 

-, ⑦ 膣 洗浄塩化ベンザルコニウム 002- 
0.05 Ⅱ溶液を用いる   
⑥ 楕頂 轟の洗浄・消毒塩化ベンザル コ 

ウム 0 ． 0l@0.05 Ⅱ溶液を用いる   

  炎症または 易 刺激性の部位 ( 粘膜 

部 韓 ) への使用 : 正常の部位への 便 
便濃度とすることが 望ましい 
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すべ 用のお   につながるおそれ ) 

再発・ 思 化のおそ それ に注臆を要 
れ ) する ( 適市そ 毘 昨暁の 粟 m 法 m 且 

効能効果 

  瞑 るおそれ ) 

にば・正常の 部 用 しないこと   
位 に使用する % 
台よりもほ法度と 
する 

深い 刮にた 使用 Q 原液のまま塗布．滴下 ②外耳・中耳 
する 勒 合の希釈 あ るいは 2-l0 倍 ( 耳科のの炎症．兵災． 
液 としては注射 場合．時にグリセリン・ ア 咽喉頭炎． 扁 
用水 か 抗菌 蜻型 几 コール て 希釈する ) 希釈 桃炎 等の粘膜 
水を用い・ 水 追 して洗浄． 唄膀 ． 吉嚥に 用の炎症 

水や甘型水を 用 いる   
いない 

外用にのみ使用 Q 原液又は 2 倍希釈して ③口腔桔梗 の 
し ・内服しないこ 朔浄 ・ 拭席 する         当ミ年 @. 甘 出花等 1 う 

  か ) 及 び 根管 
の 清 @ ・消毒   
由 の 湘浄 

a@ 拮 希釈して 洗屯 する。 ④口内炎の洗 
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